
  (様式３) 目的設定表( 年度） 予算区分： 要求区分： 確定日（ 年 月 日）

事業ｺｰﾄﾞ 政策コード 政 策 名
施策コード 施 策 名

事 業 名
指標コード 施策目標(指標)名

(tel) 担当者名部 局 名 課 室 名 班名 担当課長名
事業年度 年度 評　　価　　対　　象　　事　　業　（　計　画　）　の　　内　　容 ～ 年度

３．事業目的（どういう状態にしたいのか）１．事業立案の背景(施策目標の達成のために今なぜこの事業が必要なのか)

(重点施策推進方針との関係） 重点事業として要望 その他事業として要望

４．目的達成のための方法

 ①事業の実施主体
２．住民ニーズの状況

 ②事業の対象者･団体①ニーズを把握した対象
受益者 一般県民 （時期： 年 月）  ③達成のための手段

②ニーズの把握の方法
アンケート調査 各種委員会及び審議会 ヒアリング インターネット
その他の手法 （具体的に )

③ニーズの具体的内容

 ④比較した代替手段及び選択した手段の有効性

◎把握してない場合の理由及び今後の方針

 ①理由

 ②今後の方針

５．事業の全体計画及び財源 単位(千円)

事 業 内 訳 左　　の　　説　　明 年度 年度 年度年度 年度 年度 全体(最終)計画順位

財源内訳 左  の  説  明

国 庫 補 助 金

県　　　　　債
そ　　の　　他
一 般 財 源

令和 3年度当初予算令和03 通常 令和03 02 12
0404010309 秋田の魅力が際立つ 人・もの交流拡大戦略

01 地域の力を結集した「総合的な誘客力」の強化インバウンド回復を見据えた情報発信事業
ターゲットを見据えた誘客プロモーションの展開03

観光文化スポーツ部　 観光振興課 誘客推進班 2265 笠井　　潤 倉田　裕史

令和03 令和99

県内における観光需要の本格的な回復を図るためには、国内需要の喚起に加え、段階的にインバウン 新型コロナウイルス感染症収束後のインバウンド需要の回復を見据え、本県の認知度や本県への旅行
ド需要を確保していく必要がある。2021年後半と予想されるインバウンドの再開に向け、全国各地に 意欲の維持・向上を図るため、市場特性や旅行スタイルの変化等を踏まえながら継続的な情報発信を
おける誘客が活発になることが予想され、取組の遅れがその後の誘客や航空路線誘致に大きな影響を 行う。��【主な対象市場】台湾、中国・香港、韓国、タイ
与えることになる。各国・地域の一般消費者が渡航できず旅行願望が高まっている現状も踏まえ、本
県の認知度向上を図るための継続的な情報発信が必要である。

● ○

県

対象市場の一般消費者、旅行会社、航空会社等

■ □ R02 11

対象市場に現地コーディネーターを設置し、旅行会社・航空会社等における情報収集や情報提供を行
□ □ ■ □ うとともに、ＳＮＳ等を通じた情報発信や新たな旅行ニーズを踏まえた情報発信を行う。

□

対象市場向けのプロモーションや県内での動画撮影等の機会を通じて、県内観光事業者等のインバウ
ンド受入等に関する意向を適宜ヒアリングしたところ、｢ＳＮＳのフォロワーを一定数有する県の情

対象市場に現地コーディネーターを設置せず情報発信を行う場合、他業務と連動した効率的・効果的な取組が難しくなるほ報発信に期待している｣｢引き続き県と連携しながらインバウンド受入を図りたい｣などの声があった
か、継続的なセールス等の取組が実施できず、現地関係者との信頼関係が低下するおそれがある。。

0 80 3 0 4 0 60 5 0 7

ＦＩＴ等に対する情報発信事業 旅行スタイルの変化に伴い、ＦＩＴ（個人旅行者）の増加が見込まれることから、各市場
01 において主な旅行情報源となるＳＮＳ等を通じた情報発信を行う。      10,004      10,004      10,004      10,004     10,004      10,004             0

新しいニーズに対応した情報発信事業 ＳＩＴ（特定のテーマを目的とした旅行者）の増加などの新たな旅行ニーズを踏まえ、海
03

外のスキー旅行博覧会において、本県の特色あるスノーコンテンツ等の情報発信を行う。         870         870         870        870         870         870             0

現地コーディネーター設置事業 対象市場における本県の認知度向上を図るとともに、現地の旅行会社や航空会社等に対し
05 機動的に対応するため、現地コーディネーターを通じて、情報発信や情報収集を行う。

            0     10,373      10,373      10,373      10,373      10,373     10,373

                                                                               

                                                                               

                                                                               

            0     21,247      21,247      21,247      21,247     21,247     21,247

            0          0           0          0           0           0           0

            0          0           0           0           0           0          0

            0          6           6           6           6          6          6

     21,241      21,241      21,241      21,241      21,241             0     21,241



６．事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み

事業の期待
される成果

指標名 指標の種類

成果指標
指標式

業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅰ
指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北
全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

指標名 指標の種類

成果指標指標式
業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅱ
指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北

全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することが出来ない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法(データの出典含む)

事業の必要性

現状の課題及び施策目的に照らした事業の必要性

住民ニーズに照らした事業の必要性

事業の県関与の必要性
法令・条例上の義務 内部管理事務 県でなければ実施できないもの

民間・市町村で実施可能であるが、県が関与する必要性が認められるもの
政策評価委員会意見 重点事業の適合及び指標・目標値の適合性判定

重点事業 その他

インバウンド再開に向けた本県の認知度向上

対象市場向けのＳＮＳ等のリーチ数

●各市場向けのＳＮＳ等のリーチ数の合計

○

01 0 2 03 04 0 5 0 6 0 7
 6,090,000 6,394,500 6,714,225 7,049,936  7,402,433                                 

 6,839,738          

                    観光振興課調べ

                    

○ ● ○0 4

○
○

0 40 1 0 2 0 3 0 5 0 6 0 7
                                                                                   

                    

                    

                    

○ ○ ○

外国人旅行者による観光消費額が本県経済に与える影響を踏まえ、持続的にインバウンド
需要を確保していく必要がある。

ヒアリングにおいて、インバウンド再開に向けた情報発信やプロモーションを求める声が
県内関係者からあり、事業のニーズが高い。

□□ □
■

県内の自治体や企業が個別に現地で情報収集・発信を行うよりも、県が現地コーディネー
ターを設置し一元的に実施することで効率的・効果的な情報発信が期待できるため、県が
実施する必要がある。

○ ○


